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      下田 佳央莉 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

 

題 目   Activation of the Prefrontal Cortex While Performing a Task at  

Preferred Slow Pace and Metronome Slow Pace:A Functional Near- 

Infrared Spectroscopy Study           

（Preferred Slow PaceとMetronome Slow Paceで課題を行う時の前頭前野の

活動：機能的近赤外分光法を用いた検討）           

      Neural Plasticity: Article ID 269120:7 pages, 2014 

Kaori Shimoda, Yoshiya Moriguchi, Kenji Tsuchiya, Shiori Katsuyama, 

Fusae Tozato  

                                

論文の要旨及び判定理由 

 

作業療法を行う上で，適切な作業ペースを保つことは，作業の遂行や安全の確保にとって

重要である。一方，前頭前野の損傷によって注意力障害をきたした患者は，しばしば適切

な作業遂行ペースを保てないことが知られている。本論文は作業の遂行にあたって，自己

のペース（preferred slow pace:PSP）とメトロノーム刺激に合わせたペース（Metronome 

slow pace:MSP）の 2種類のペースのどちらが前頭前野をより賦活するかを，機能的近赤

外分光法（fNIRS）を用いて解析したものである。対象は 22名の健常な大学生であり，そ

れぞれのペースに合わせてペグボード課題を行った。その結果，1）安静時に比較して両課

題とも前頭前野の同じ領域が賦活される，2）反応の大きさを表すデータの積分値は，PSP

で前頭極に優位に増加する，ことが観察された。前頭前野は作業記憶に関連した脳領域で

あり，中でも前頭極は階層性モデルの最上位であることから，被検者は自己で産生したPSP

を，下位の前頭前野の活動と協調させながら，評価やモニターを行っていると考えられた。 

本論文は作業ペースによって前頭極の賦活の大きさが異なることを示した初めての報

告であり，今後の作業療法学の発展に寄与するものと認められる。よって，博士（保健学）

の学位に値するものと判定した。                         
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   参考論文 

1. と でPreferred Pace Slow Pace タッピング課題を行う時の前頭前野の活動 

 ―機能的近赤外分光法(fNIRS)を用いてー 

ぐんま作業療法研究    16: 3-11, 2014 

下田佳央莉、勝山しおり、土屋謙仕、李 範爽、外里冨佐江 

2. Preferred Pace Tapping Activates the Frontal Lobe 

   （Preferred Paceのタッピングは前頭葉を賦活させる）    

    The KITAKANTO Medical Journal 62: 271-276, 2012 
  Shimoda K, Katsuyama S, Lee B, Kamegaya T, Kururi N, Ando N, Iwai T,  
  Hirano D, Tozato F 
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最終試験の結果の要旨 

 

 前頭前野の賦活の意義とリハビリテーションへの応用について、fNIRSの利点と欠点に

ついて、および運動リズムの形成に関与する脳内構造について 

 

試問し満足すべき解答を得た。 

 

                             平成27年1月8日 

 

 

試験委員 

 

         群馬大学大学院教授 

            リハビリテーション学講座     山崎 恒夫    印 

 

         群馬大学大学院教授 

            リハビリテーション学講座     臼田 滋    印 

 

     群馬大学大学院教授 

            リハビリテーション学講座    山口 晴保   印 

 

 

 

試験科目 

 

    前頭前野の賦活の意義とリハビリテーションへの応用について   合・否 

 

    fNIRSの利点と欠点について                                                          合・否 

 

       運動リズムの形成に関与する脳内構造について                合・否 

 


